
2026年 綾部支部

「愛し、分かち合い、招く」計画

2026年2月28日 日本京都ステーク神権指導者集会



2026年 綾部支部テーマ
「彼らとともにいて彼らを強める」

参照聖句の教義と聖約第20章53節
から引用し綾部支部に当てはめる。

“教師”の義務は、常に“教会
員”を見守り、彼らとともにいて
彼らを強めることであり、

⇩⇩⇩

“私たち”の義務は、常に
“人々”を見守り、彼らとともに
いて、彼らを強めることです。

※ポスターを作成し掲示。



長老定員会目標

聖餐会の出席人数を増加させる。目標40名。

現在の聖餐会平均出席人数：約25名(宣教師4名含む）

①バプテスマ：7名

②再活発化：8名

対象者：澤田b、堤b、中谷b、徳b、細見b、

劉b、梅原s、マリアフェs



長老定員会活動内容①

①バプテスマの日を霊的誕生会として、四半期に一度祝う。

（3/22、5/31、8/30、11/29）

②春と秋に合同家庭の夕べを開催し人々を招き、交流・証を

強め合う。

春・1/18に開催済み。個人の目標を掲げる。

秋・10/11に開催。目標を評価し合う。

③4月にセミプロ演奏者によるスプリングコンサートを開催。

近隣住民や友人を教会に招待する。



長老定員会活動内容②

④5月に福知山三段池公園の清掃活動を行う。

⑤伝道、神殿家族歴史活動、ミニスタリングの三つの矢の推進。



扶助協会テーマ『神様に心を向ける』

もしあなたがたが癒しを得るために、目を向けるだけでよいとしたら、
あなたがたは、すぐに見ようとしないだろうか。（アルマ33：21）

◆キリストの教義に焦点を絞って、実践することで日々の生活に喜び

を見出す事ができる。

◆「最も大切なこと」に焦点を当てる事ができ、出来る事を優先でき

る。

参照説教：2025年10月総大会

「キリストにおけるシンプルさ」マイケル・チズラ長老

「神に従って生きるようにしなさい」Ｄ・トッド・クリストファーソン長老



綾部支部は昨年の8月24日に奉献式を行いました。京都府北部初の教会
堂であり、綾部の地に教会が設立されるのも初めてのため、伝道・宣伝
に活用するために、英会話と聖餐会のチラシを新たに作成。

← 英会話

聖餐会 →

（両面）



コミュニケーション部の援助を受けながら、地域や
オピニオンリーダーへの働きかけの実施

2025年の取り組み

綾部市市長公室防災・危
機管理課防災・危機管理
担当

トイレトラック導入に向
け寄附を実施

コミュニケーション部を
通じて福祉部が対応し、
寄付を行う

日本の福祉部として、市
町村との契約・合意書を
交わすことは初めて
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